
十
文
字
岳
温
泉
の
一
枚
摺
と
森
喬
亭

十
文
字
岳
温
泉
の
一
枚
摺
と
森
喬
亭

　

か
つ
て
鉄
山
山
麓
に
所
在
し
た
岳
温
泉
は
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
八
月
十
五
日
夜
の
岳
山
崩
れ
（
土
砂
崩
れ
）

に
よ
り
壊
滅
。
翌
年
秋
、
二
本
松
藩
の
主
導
に
よ
り
、
引
湯

を
駆
使
し
、
山
を
下
っ
た
十
文
字
（
現
二
本
松
市
不
動
平
）

の
地
に
温
泉
街
が
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
再
興
二
〇
〇
年
を
機

に
、
十
文
字
岳
温
泉
の
一
枚
摺
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

『
奥
州
二
本
松
嶽
温
泉
』
（
内
池
輝
夫
家
文
書
一
九
五
七
）

に
は
、
四
角
い
区
画
に
当
時
の
温
泉
街
が
描
か
れ
て
お
り
、

北
側
（
図
右
）
の
通
り
沿
い
か
ら
順
に
、
隺つ

る
み
ね峯

町
・
中
ノ
町
・

亀
沢
町
が
確
認
で
き
る
。
湯
宿
は
全
て
二
階
建
て
で
、
温
泉

街
入
り
口
に
番
所
、
中
ノ
町
に
惣
熱
湯
、
亀
沢
町
に
惣
湯
、

街
の
西
端
に
惣
瀧
湯
と
留
湯
が
あ
り
、
「
惣
」
は
共
用
の
浴

場
を
、
「
留
」
は
貸
し
切
り
浴
場
を
意
味
す
る
。
西
の
一
段

高
い
所
に
は
、
二
本
松
藩
主
の
御
成
御
殿
や
湯
神
社
な
ど
も

み
ら
れ
、
貴
重
な
情
報
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。

　

左
部
の
文
言
に
は
、
岳
温
泉
の
歴
史
と
、
岳
山
崩
れ
及
び

再
興
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
入
浴
を
願
う
広
告
の
体
裁

で
あ
る
。
ま
た
、
板
元
に
は
、
惣
熱
湯
の
隣
で
湯
守
を
務
め

た
隺
峯
町
の
平
近
平
と
、
惣
湯
の
正
面
に
宿
を
構
え
た
亀
沢

町
の
塩
田
屋
藤
兵
衛
が
名
を
連
ね
る
。
さ
ら
に
、
絵
師
は
嶽

松
堂
で
、
製
板
は
森
喬
亭
が
携
わ
っ
て
い
る
。
嶽
松
堂
と
森

喬
亭
は
、
同
時
期
の
別
の
一
枚
摺
『
奥
州
二
本
松
嶽
温
泉
元

案
内
』
に
も
名
が
み
え
、
温
泉
地
で
は
、
そ
の
宣
伝
に
両
者

へ
強
い
期
待
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

さ
て
、
嶽
松
堂
は
、
そ
の
名
か
ら
地
元
絵
師
と
み
ら
れ
る

が
、
管
見
の
限
り
不
詳
で
あ
る
。
一
方
、
森
喬
亭
は
、
二
本

松
藩
士
の
吉
岡
新
左
衛
門
の
亭
号
で
あ
る
。
吉
岡
は
、
果
栗

園
・
伊
逗
民
を
名
乗
っ
た
歌
人
で
、
多
く
の
歌
を
残
し
た
。

そ
の
傍
ら
、
岳
温
泉
の
一
枚
摺
の
ほ
か
、
「
黒
塚
」
を
描
い

た
『
陸
奥
安
達
原
黒
塚
之
圖
』
の
製
板
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、

二
本
松
領
内
の
名
所
の
宣
伝
・
発
信
に
寄
与
し
た
人
物
と
し

て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）

福島県歴史資料館

第 73 号　令和 7年（2025）10 月

『奥州二本松嶽温泉』（内池輝夫家文書 1957）



　

白
川
郡
宝
木
村
（
東
白
川
郡
鮫
川
村
西

山
字
宝
木
）
名
主
文
書
で
あ
る
水
野
ユ
キ

家
文
書
に
は
、
外
様
大
名
で
あ
っ
た
初
代

佐
賀
藩
主
鍋
島
勝
茂
の
書
状
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
伝
来
の
経
緯
や
書
状
が
作
成

さ
れ
た
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
書
状
の
紙

質
・
内
容
・
人
物
関
係
な
ど
か
ら
近
世
初

頭
の
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

　

勝
茂
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
十

月
二
十
八
日
（
一
説
に
十
一
日
）
に
鍋
島

直
茂
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
二
月
十
四
日
に
は
豊
臣
秀

吉
に
よ
っ
て
従
五
位
下
信
濃
守
に
叙
任
さ

れ
て
い
る
。
勝
茂
娘
の
於
市
（
市
姫
）
は
、

元
和
十
年
（
一
六
二
四
）
正
月
二
十
一
日

に
第
二
代
米
沢
藩
主
上
杉
定
勝
の
正
室
と

な
り
、
勝
茂
は
近
世
初
期
の
米
沢
藩
と
姻

戚
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勝
茂
は
、

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
三
月
二
十
四
日

に
七
十
八
歳
で
他
界
し
て
い
る
。

　

文
書
の
宛
名
の
堀
丹
後
守
は
、
外
様
大

名
の
村
上
藩
主
堀
直
寄
の
こ
と
で
あ
る
。

直
寄
は
、
天
正
五
年
に
堀
直
政
の
子
息
と

し
て
生
ま
れ
、
後
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ

て
従
五
位
下
丹
後
守
に
叙
任
さ
れ
て
い

る
。
武
勇
に
秀
で
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
直
寄
は
、
徳
川
家
康
の
病
床
に
招

か
れ
た
り
、
徳
川
秀
忠
・
徳
川
家
光
も
直

寄
邸
へ
御
成
を
す
る
な
ど
、
歴
代
将
軍
か

ら
の
信
任
も
厚
か
っ
た
大
名
で
あ
る
。
直

寄
は
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
六
月

二
十
九
日
に
六
十
三
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

宛
名
人
の
敬
称
は
様
書
き
で
、
脇
付
の

「
御
報
」
も
あ
り
、
書
止
文
言
は
「
恐
惶

謹
言
」
で
、
書
札
礼
は
厚
礼
で
あ
る
。

　

勝
茂
は
、
将
軍
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
直

寄
へ
急
ぎ
の
手
紙
を
差
し
出
し
、
将
軍
へ

の
御
目
見
え
に
関
す
る
助
言
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
直
寄
か
ら
懇
切
丁
寧
な
返
信
が
届

い
た
。
勝
茂
は
、
先
月
二
十
八
日
に
子
息

と
一
緒
に
将
軍
へ
の
御
目
見
え
が
無
事
に

叶
い
、
遠
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
ざ
わ
ざ

助
言
を
し
て
く
れ
た
直
寄
へ
深
く
感
謝
の

意
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
直
寄
か
ら
持

病
が
少
し
悪
く
な
っ
た
た
め
湯
治
を
し
て

い
る
と
の
旨
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
勝
茂

は
直
寄
の
容
体
を
気
遣
っ
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
は
、
内
容
か
ら
直
寄
の
没
し

た
寛
永
十
六
年
を
そ
う
遡
ら
な
い
時
期
の

文
書
と
考
え
ら
れ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

近
世
・
近
代
の
奥
会
津
で
は
、
森
林
を

主
要
資
源
と
捉
え
、
川
の
流
れ
に
よ
る
遠

隔
地
へ
の
木
材
流
送
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
会
津
郡
田
子
倉
・
石
伏
両
村

（
現
只
見
町
）
を
例
に
、
会
津
領
外
へ
の

木
材
流
送
の
草
創
期
を
明
確
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
春
、

日
光
今
市
町
（
現
栃
木
県
今
市
市
）
与
兵

衛
が
、
田
子
倉
・
石
伏
の
大
川
沿
い
の
姫

小
松
の
購
入
を
願
い
出
て
許
さ
れ
て
い

る
。
板
榑く

れ

に
製
し
て
江
戸
へ
送
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
間
に
合
わ
ず
に
終
わ
り
、
田

子
倉
・
石
伏
か
ら
会
津
領
外
へ
の
木
材
売

却
を
企
図
し
た
古
例
と
な
る
。

　

そ
の
後
、
木
材
は
近
在
に
少
々
売
る
の

み
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
の
例
を
踏
ま
え

て
、
会
津
郡
楢
戸
村
（
現
只
見
町
）
長
兵

衛
と
越
後
国
魚
沼
郡
大
白
川
村
（
現
新
潟

県
魚
沼
市
）
貞
右
衛
門
が
、
大
川
沿
い
と

白
戸
・
小
戸
両
沢
の
大
材
木
の
伐
採
・
流

送
、
新
潟
で
の
売
却
を
願
い
出
る
。
そ
の

際
、
長
兵
衛
・
貞
右
衛
門
と
田
子
倉
村
半

右
衛
門
・
石
伏
村
三
郎
左
衛
門
・
楢
戸
村

七
郎
兵
衛
・
黒
谷
村
（
現
只
見
町
）
喜
兵

衛
ら
が
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
十
月

八
日
付
「
相
定
申
證
文
之
事
」
（
同
家
文

書
八
七
七
）
を
作
成
し
た
。
本
書
は
、
流

送
・
売
却
に
関
す
る
取
り
決
め
で
、
内
容

を
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

願
人
へ
の
遣
金
や
山
本
・
杣
取
へ
の
前

金
・
飯
米
・
川
流
費
用
は
、
当
番
の
元
締

が
等
分
に
割
り
合
い
徴
収
す
る
。
公
用
は

長
兵
衛
が
務
め
る
。
新
潟
河
岸
金
銭
御
払

役
人
は
半
右
衛
門
・
七
郎
兵
衛
が
務
め
、

提
案
が
あ
れ
ば
仲
間
よ
り
立
会
役
人
を
出

す
。
川
筋
通
役
人
は
最
寄
り
の
仲
間
が
務

め
る
。
諸
色
役
人
は
順
番
に
務
め
る
。
利

益
は
仲
間
で
等
分
に
割
り
合
う
。
運
上
金

は
命
じ
ら
れ
次
第
上
納
す
る
。
流
送
で
木

材
紛
失
な
ど
が
起
き
て
も
、
運
上
金
・
入

用
懸
金
は
仲
間
で
割
り
合
っ
て
納
め
る
。

　

仲
間
の
組
織
と
只
見
川
・
阿
賀
野
川
筋

下
流
ま
で
の
役
人
配
置
を
明
示
し
て
お

り
、
広
域
か
つ
多
人
数
が
関
わ
る
事
業
で

あ
る
。
準
備
や
幕
府
田
島
代
官
の
許
認
可

に
時
間
を
要
し
た
と
み
え
、
他
史
料
に
よ

れ
ば
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
ま
た
は

同
二
年
に
流
送
が
実
現
し
た
。
同
時
に
、

田
子
倉
・
石
伏
両
村
へ
山
役
三
七
五
文
ず

つ
が
毎
年
賦
課
さ
れ
、
遠
隔
地
へ
の
材
木

売
却
の
公
認
の
根
拠
と
な
る
。
右
の
流
送

が
契
機
・
前
例
と
な
り
、
享
保
年
間
は
六
、

七
年
に
一
度
の
頻
度
で
流
送
が
行
な
わ

れ
、
会
津
領
外
へ
木
材
が
運
ば
れ
た
。
こ

の
頃
に
は
木
材
を
小
舟
に
組
ん
で
流
し
た

例
が
散
見
さ
れ
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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只
見
川
上
流
域
の
木
材
流
送

　
　

―
草
創
期
を
中
心
に
―

鍋
島
勝
茂
父
子
の
御
目
見
え

（年未詳）2 月 24 日付鍋島勝茂書状
（部分、水野ユキ家文書 6）

相定申證文之事（部分、
皆川欣也家文書877）



　

米
沢
藩
政
下
の
信
達
地
域
で
は
、
い
わ

ゆ
る
信
達
四
郡
役
が
直
接
の
在
地
支
配
に

果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。

　

当
初
の
伊
達
郡
東
根
郷
の
信
達
四
郡
役

は
、
堀
江
与
五
右
衛
門
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
長
井
奉
行
平
林
正
恒
の
死
去
に

伴
っ
て
志
駄
義
秀
が
新
た
に
長
井
奉
行
に

就
任
し
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
十
月

二
十
三
日
に
は
東
根
郷
は
上
郷
と
下
郷
に

分
割
さ
れ
た
。
上
郷
を
渡
部
（
辺
）
新
左

衛
門
、
下
郷
を
堀
江
与
五
右
衛
門
が
担
当

す
る
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
が
成
立
し
た

の
で
あ
る
。

　

信
達
四
郡
役
の
渡
辺
家
文
書
の
中
に
富

沢
堤
（
伊
達
市
保
原
町
富
沢
）
に
関
わ
る

文
書
の
写
し
が
二
通
存
在
し
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
、
①
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
三

月
二
十
三
日
付
平
林
政
恒
富
沢
堤
条
々
写

と
②
慶
長
十
年
四
月
二
十
日
付
平
林
正
恒

書
下
写
で
、
そ
の
原
本
は
上
郷
の
富
沢
堤

を
構
築
し
た
堀
江
家
に
伝
来
し
て
い
る
。

　

①
と
②
の
筆
跡
は
原
本
に
や
や
似
せ
て

写
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
質
は
同
じ
で
、
紙

質
は
十
八
世
紀
半
ば
頃
の
も
の
と
判
断
で

き
る
。
し
か
し
、
原
本
と
②
を
比
較
す
る

と
、
原
本
の
宛
名
は
堀
江
与
五
右
衛
門
尉

の
み
で
あ
る
が
、
②
に
は
渡
部
新
左
衛
門

が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
②
は

明
ら
か
な
偽
文
書
と
見
な
さ
れ
る
。

　

①
の
封
紙
に
は
、
「
慶
長
明
夫
内
溜
井

證
状
写
」
と
記
さ
れ
、
富
沢
堤
に
関
す
る

文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

封
紙
は
、
米
沢
藩
士
の
小
越
五
郎
次
か
ら

渡
部
新
左
衛
門
子
孫
の
渡
辺
与
惣
兵
衛
へ

宛
て
ら
れ
た
手
紙
の
封
紙
が
再
利
用
さ
れ

て
お
り
、
写
し
が
作
成
さ
れ
た
年
代
を
推

定
す
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。

　

米
沢
藩
主
上
杉
治は

る
の
り憲

の
初
入
部
が
予
定

さ
れ
、
旧
家
臣
で
あ
る
先
邦
の
与
惣
兵
衛

が
旧
藩
主
へ
の
御
目
見
え
の
実
現
を
小
越

へ
依
頼
し
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
か

ら
明
和
九
年
に
か
け
て
小
越
と
与
惣
兵
衛

の
間
で
頻
繁
に
手
紙
の
遣
り
取
り
が
な
さ

れ
て
い
る
。
旧
家
臣
と
し
て
御
目
見
え
を

許
可
し
て
も
ら
う
際
に
、
渡
辺
家
の
由
緒

書
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
①
と

②
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
保
原
を

本
拠
に
し
て
い
た
渡
辺
は
、
富
沢
堤
の
管

理
を
含
め
、
当
初
よ
り
上
郷
の
信
達
四
郡

役
に
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る

意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。�

（
渡
邉 

智
裕
）

　

棚
倉
城
は
二
〇
二
五
年
で
着
工
四
〇
〇

年
の
節
目
を
迎
え
、
棚
倉
町
で
記
念
事
業

が
催
さ
れ
た
り
、
棚
倉
藩
の
歴
史
を
ま
と

め
た
一
般
書
が
上
梓
さ
れ
た
り
す
る
な

ど
、
同
地
域
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
棚
倉
藩
研
究
に

関
し
て
は
依
然
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い

点
も
あ
り
、
殊
に
近
世
中
後
期
は
そ
の
傾

向
が
顕
著
と
思
わ
れ
る
。
か
か
る
研
究
状

況
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
棚
倉
藩
の
近
世
後

期
に
お
け
る
地じ

方か
た

の
様
相
に
つ
い
て
、
そ

の
一
端
を
試
論
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
か
ら
慶
応
二

年
（
一
八
六
六
）
ま
で
棚
倉
藩
を
治
め
た

の
は
、
松
井
松
平
家
で
あ
っ
た
。
藩
領
の

ひ
と
つ
で
あ
る
常と

こ

世よ

北
野
村
（
現
塙
町
）

の
村
政
史
料
（
近
藤
良
平
家
文
書
）
を
一

覧
す
る
と
、
松
井
松
平
家
入
封
直
後
よ
り

「
御
在
入
様
」
（
「
御
在
住
」
と
も
）
が
同

村
の
田
を
自
ら
の
手
で
耕
作
し
、
年
貢
を

納
入
し
て
い
た
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

「
御
在
入
様
」
と
し
て
名
が
挙
が
る
の

は
斎
木
五
郎
左
衛
門
・
青
山
新
七
・
山
崎

録
右
衛
門
・
大
西
平
学
ら
で
、
彼
ら
は
い

ず
れ
も
松
井
松
平
家
家
中
で
あ
っ
た
。
要

す
る
に
、
近
世
後
期
の
棚
倉
藩
で
は
家
中

手
作
が
実
施
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
総
じ
て
下
級
家
臣
だ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
試
み
に
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

成
立
の
松
井
松
平
家
分
限
帳
（
『
埼
玉
県

史
調
査
報
告
書　

分
限
帳
集
成
』
所
収
）

を
見
る
と
、
大
西
家
は
十
七
人
扶
持
、
斎

木
・
山
崎
家
は
切
米
八
石
二
人
扶
持
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
家
中
手
作
は
、
下

級
家
臣
の
家
計
補
助
的
施
策
と
い
え
る
。

　

ま
た
注
目
す
べ
き
は
、
家
中
手
作
地
の

一
部
が
荒あ

れ
し
ょ所

起
お
こ
し
か
え
し返

地
に
該
当
す
る
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
家
中
手
作
は
、
単
に
家
中
の

経
済
支
援
を
目
的
と
し
て
い
た
の
み
な
ら

ず
、
村
の
荒
所
復
旧
を
も
目
指
し
て
導
入

さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
東
北
地
方
を
襲
っ
た
天
保
の
飢
饉

に
よ
る
村
の
荒
廃
を
措
定
で
き
よ
う
。
た

だ
し
、
起
返
地
で
は
作
付
け
不
可
で
年
貢

減
免
を
願
い
出
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
、
農
地
復
旧
に
矢
庭
に
奏
功
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
常
世
北
野
村
の
隣
村
で
あ
る
常

世
中
野
村
の
史
料
群
（
常
世
中
野
区
有
文

書
）
に
お
い
て
も
、
「
御
在
入
様
」
の
存

在
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
か
か

る
点
か
ら
家
中
手
作
は
、
松
井
松
平
家
治

世
下
の
棚
倉
藩
に
お
け
る
全
領
的
政
策
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。�

（
片
村 

峰
雪
）
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棚
倉
藩
に
お
け
る
家
中
手て

作
づ
く
り

信
達
四
郡
役
と
偽
文
書

御在住面々手作反別書上帳
（近藤良平家文書 41）

慶長 10 年 4 月 20 日付平林正恒書下写
（庄司家文書Ⅰ 3775）



　

戊
辰
戦
争
へ
の
人
々
の
記
憶
が
ま
だ
色

濃
く
残
る
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
、
『
事

情
明
治
太
平
記
』
と
い
う
挿
絵
・
振
り
仮

名
入
り
の
児
童
向
け
読
み
物
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。

　

題
名
か
ら
も
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
同

書
は
大
政
奉
還
か
ら
西
南
戦
争
ま
で
の
明

治
維
新
の
動
乱
を
描
い
た
戯
作
本
で
、
明

治
十
二
年
ま
で
に
全
二
十
四
編
（
四
十
八

冊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
は
歌
川
派
の

絵
師
（
歌
川
房
種
）
と
し
て
も
知
ら
れ
る

長
崎
県
士
族
の
村
井
静
馬
、
絵
師
は
狩
野

派
の
鮮
斎
永
濯
で
あ
る
。

　

政
権
が
明
治
新
政
府
に
移
っ
た
後
の
刊

行
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ぞ
や
勝
者
で

あ
る
新
政
府
び
い
き
の
内
容
で
あ
る
と
思

い
き
や
、
実
は
敗
れ
た
旧
幕
府
方
や
会
津

藩
に
も
多
く
の
見
せ
場
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
鶴
ヶ
城
攻
防
戦
で
あ
る
。

新
政
府
軍
は
城
を
取
り
囲
み
、
連
日
攻
撃

を
加
え
る
が
、
「
城
兵
は
尚
屈
す
る
色
な

く
」
、
「
紙
鳶
を
城
上
に
放
ち
」
余
裕
を
見

せ
る
。
こ
れ
を
「
愚
弄
」
と
受
け
取
っ
た

新
政
府
軍
が
一
斉
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る

と
、
会
津
藩
兵
が
反
撃
に
出
た
。

　
　

城
門
左
右
に
推
開
砲
手
を
揃
へ
て
数

　
　

十
発
釣
瓶
か
け
ツ
ヽ
打
放
せ
し
煙
り

　
　

の
下
を
這
潜
り
て
寄
せ
手
の
手
元
へ

　
　

砍
て
入
り
四
方
八
面
に
薙
廻
れ
バ
寄

　
　

手
の
銃
隊
大
い
に
慌
て
乱
れ
立
ち
た

　
　

る
其
所
へ
ま
た
城
中
よ
り
大
小
砲
を

　
　

群
が
る
中
へ
打
込
ミ
た
る
弾
丸
雨
の

　
　

如
く
な
れ
バ
痍
を
負
え
る
者
最
多
く

　
　

遂
に
敗
散
せ
し
程
に
城
兵
ハ
ま
た
長

　
　

追
ひ
せ
ず
忽
ち
兵
を
引
揚
げ
て
堅
く

　
　

城
門
を
閉
し
た
り

　

相
手
を
挑
発
し
て
冷
静
さ
を
失
わ
せ
た

と
こ
ろ
を
一
気
に
叩
き
、
そ
れ
で
い
て
深

追
い
は
し
な
い
会
津
藩
兵
の
見
事
な
戦
い

ぶ
り
に
魅
了
さ
れ
る
。

　

な
お
、
『
事
情
明
治
太
平
記
』
の
同
時

期
に
は
、『
復
古
夢
物
語
』『
近
世
紀
聞
』『
近

世
太
平
記
』
な
ど
の
類
書
が
相
次
い
で
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
お
け
る
戊
辰

戦
争
の
描
か
れ
方
は
、
当
時
の
人
々
が
戊

辰
戦
争
の
敗
者
に
対
し
て
抱
い
た
イ
メ
ー

ジ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
手

が
か
り
で
あ
り
、
今
後
注
目
を
し
て
い
た

い
。�

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

一
、
展
示
公
開
（
収
蔵
資
料
展
）

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
鮫

水
郡
線
応
援
「
東
白
川
郡
の
古
文
書
―
鮫

川
村
編
―
」

川
村
編
―
」

　

水
郡
線
活
性
化
を
応
援
す
る
た
め
、
水

郡
線
沿
線
地
域
（
東
白
川
郡
）
ゆ
か
り
の

古
文
書
を
取
り
上
げ
る
第
二
弾
の
展
示
で

す
。
鮫
川
村
に
関
係
す
る
古
文
書
を
展
示

し
、
棚
倉
藩
の
検
地
、
寺
西
封
元
の
小
児

養
育
政
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
ふ
く
し
ま
の
、
い
ま
か

ら
８
０
年
前
」
も
同
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
二
十
四
日

（
月
・
振
休
）
ま
で

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
六
集
に
収
録
さ
れ
た
、
国
見

町
小
坂
地
区
ゆ
か
り
の
「
高
原
庄
一
家
文

書
（
そ
の
二
）
」
と
、
同
町
藤
田
地
区
ゆ

か
り
の
「
二
文
字
屋
文
書
（
そ
の
二
）
」

の
な
か
か
ら
特
徴
的
な
史
料
を
展
示
し
ま

す
。
ま
た
、
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
開
催
に
先

立
ち
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
旅
す
る
人
、
移

動
す
る
人
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
十
二
月
十
三
日
（
土
）
～
令
和

八
年
三
月
二
十
二
日
（
日
）

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
明
治
時
代
の
白
水

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
明
治
時
代
の
白
水

阿
弥
陀
堂
」

阿
弥
陀
堂
」

　

明
治
時
代
の
白
水
阿
弥
陀
堂
の
修
理
や

日
本
美
術
院
に
よ
る
堂
内
の
仏
像
の
修
復

に
関
す
る
歴
史
資
料
を
展
示
中
で
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
五
日
（
水
）

ま
で

【
会
場
】
福
島
県
立
図
書
館
企
画
展
示

コ
ー
ナ
ー

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

二
、
地
域
史
研
究
講
習
会

　

地
域
の
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
て
、
大
橋

幸
泰
早
稲
田
大
学
教
授
に
よ
る
ご
講
演

「
島
原
天
草
一
揆
の
記
憶
」
の
ほ
か
、
当

館
学
芸
員
に
よ
る
江
戸
・
明
治
時
代
に
お

け
る
阿
武
隈
川
上
流
域
の
舟
運
に
関
す
る

報
告
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一

時
～
午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

【
会
場
】
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

【
定
員
】
百
名
（
事
前
申
込
不
要
）

三
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

三
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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『
事
情
明
治
太
平
記
』

　
　
　
　

に
み
る
戊
辰
戦
争

令
和
七
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
七
年
十
月
～
令
和
八
年
三
月
）

事情明治明治太平記　三編上
（庄司家文書Ⅱ 3627）




